
1

うだ が わ よし ひ で（ 宇 田 川 好 秀 ）市 議 会 ニュ ー ス

　医療センターでは、手術支援ロボットについて、患者の身体的な負担が少ない腹腔鏡
下手術の特徴を生かしつつ、ロボットの機能の支援によって、従来不可能とされていた手
術操作が可能となるなどの理由を踏まえ導入を検討しています。
　導入が可能となれば、傷口が小さい・術中の出血が少ない・術後の疼痛が少なく、回復
も早い・術後合併症のリスクが低いなど、患者に大きなメリットが期待できます。
　また、初期研修医においてはロボット手術支援が出来ることが病院選びの一つの条件
となっている状況も踏まえ、早期の導入が求められるものです。

機種

川口市立医療センターへ 
手術支援ロボットの導入を求めます
手術支援ロボットの導入について

●泌尿器科、消化器外科

2. 導入を求める診療科

●手術支援ロボット装置  一式　約3億9,000万円

4. 購入費用

3. 導入を求める機種とその理由

インテュイティブサージカル社（米国）製　ダビンチ Xi

理由 　当該機種は、既に国内で４５０台以上運用されており、保険適用は、泌尿器科
領域を筆頭に消化器外科（胃、大腸、食道、肝胆膵）、婦人科、心臓外科、呼吸器
外科領域において急速な広がりをみせ、計２９項目の手術において適用となる
など、導入後速やかに幅広い分野で運用が可能であるため。
　なお、他の機種は泌尿器科において1項目での保険適用である。

1. 目的
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　当該機器を安全に取り扱うためには、技術と経験を積んだ術者が必要となってくるた
め、優秀な人材の確保、若しくは所属医師を対象とした研修体制の充実が必須である。

導入にあたっての課題

1. 川口市立医療センター内での術者の確保

　当該機器の導入直後は、試行的な運用にとどまり、それまでと比較して手術件数の
減少となる可能性があり、これは収益減に繋がる要因であることから対応を検討する
必要がある。

2. 手術の件数調整

　物理的な問題として、手術室の限られた面積の中で、当該機器をどう設置するか
検討を要する。

3. 手術室の設置場所の確保

　当該機器は高額な医療機器であるが、本体に加え、先端の鉗子部は消耗品であり、
継続的に費用負担が発生するため、財源の確保・予算措置の時期について財政部局
との調整を要する。

4. 予算措置

　前述のとおり、当該機器導入の初期費用とその後の維持補修費は高額であること
から、導入の意義・効果を検証する必要がある。

5. 費用対効果

現在、済生会川口病院でも、手術支援ロボットの導入がなされて
おり、市民の命と健康を守る川口市立医療センターへの、いち早い
導入が待たれるものです。引き続き、強く要望して参ります!!

da vinci xi サージカルシステム
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